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世界とつながる九州大学工学部
君たちのすぐ近くに世界がある！
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カナダ
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留学先：サンノゼ州立大学

工学部 応用化学科
分子生命工学コース

山根 　舞香（2022年度参加）

シリコンバレーで活躍されている方々のお話を聞いて、将来のキャリアにつ
いて真剣に向き合うことができました。また様々なバックグラウンドを持つ
人たちと関わる中で価値観が変わり、新しいものに挑戦することへのハード
ルが下がりました。自分の成長を実感できたことが一番の収穫でした！

USAELEP
Engineering Leaders English Program

九大工学部生の海外留学者数
のべ177人 （2024年度）
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留学先：スウェーデン
　　　　王立工科大学(KTH)

工学部物質科学工学科
化学プロセス・生命工学コース

堀江　彩

留学前は語学力や勉強など不安なことは沢山ありましたが、勉強・娯楽に
全力で取り組んだ充実した日々となりました。留学先の大学の先生や友達
との出会いを通して様々な考え方や世界を知ることができたことは、一生
の財産になりました。留学に行って本当によかったです。

Kingdom of Sweden

留学先：シンガポール国立大学

工学部機械航空工学科
航空宇宙工学コース

小澤　翼
右が小澤さん

私は学部３年生の夏から約１年間シンガポール国立大学へ留学していました。
学習・私生活ともに充実した最高の時間を過ごせました。現在、私は研究室に
所属し、オーストラリアの共同研究先と人工衛星のエンジンの開発に取り組ん
でいます。九大に入学した時と比べると「日本と海外」という境界線が格段にボー
ダーレスになってきているのを感じます。その中で交換留学が果たした役割は
とてつもなく大きいです。少しでも興味のある方は学部生のうちに一度交換留
学を経験されることをお勧めします！

Singapore

海外で活躍する先輩達の声
【九大工学部卒】

東洋エンジニアリング
株式会社

甲斐 瑛子さん

●工学部電気情報工学科
　2013年卒業

●システム情報科学府
　情報知能工学専攻
　2015年修了　

　社会人３年目の終わりから１年間、海外の建設現場で、電気・制
御系エンジニアとして、石油化学工場の建設に携わっています。学
生時代は、Ashir Ahmed 准教授のご指導の下、バングラデシュの
遠隔医療システムについて研究し、現地を３回訪問、国際学会に4
回参加しました。また、これまでに旅行も含め訪問した国は３０カ国
になりました。
　海外の魅力は、自身のINSIDE とOUTSIDE 両方の形成に多
大な力を持っていることです。OUTSIDE : 自分が想像していな
かった外の世界を多様な人・情報・文化を通して知ることができます。
INSIDE : 海外に出ていくことで、自分がマイノリティ側に置かれ、
自分を別の視点から見つめることができます。
　知識・技術という世界共通言語を身につけ、海外経験を積ませて
くれた九州大学が、私に海外で活躍できるチャンスを与えてくれまし
た。より自分の可能性を広げ、より自分を知る、海外へのアンテナを立て、より充実した九大生生活をお過
ごしください。

九州大学工学部等教務課
発　　  行：2026年3月 
デ ザ イ ン：城島印刷株式会社

九大生のための留学情報ホームページ「Global Gateways」を是非ご覧下さい。
留学情報が多岐にわたって掲載されています。

①Moodleのコース「Global Gateways・九大生のための
　海外留学情報（国際部留学課）」にアクセスし、ログイン
②「私を登録する」ボタンをクリック
③「オンライン海外留学相談（個別相談）」から予約フォームに入力
　→ 受付後、日時やZoomリンクなどの情報をお送りします。

留学について相談してみたいなら・・・
オンライン海外留学相談で学生サポーターに相談してみよう

福岡市西区元岡 744 番地　ウエスト4号館2F 203号室

https://www.isc.kyushu-u.ac.jp/intlweb/

詳しいことが知りたい場合は？

お問い合わせ
問い合わせ先： kotio@jimu.kyushu-u.ac.jp

海外勤務

九州大学工学府
土木工学専攻
留学先：
国立台湾大学
Department of Civil Engineering

甲斐 健太郎さん

●工学部地球環境工学科
　2024年卒業　

　私はダブルディグリープログラムという制度を利用して国立台湾大
学に留学しました。なんと修士課程に一年プラスするだけで九大の院
卒と海外大の院卒もとれちゃうという超オトク(？)な制度です！ 
　今回台湾に行くまでは一回も海外に行ったことがなく、英語も全然
話せなかったのですが、大学1、2年生をコロナ禍で潰され、なんとなく
つまらないなぁと思っていた日常を変えたいという思いから留学を決断
しました。高校の頃から1番苦手な教科は英語でしたが、幸いなことに
台湾の公用語は中国語(台湾華語)なので漢字が読めれば生きてい
けました。最悪、日本語が話せる方が各お店に1人ぐらいいるのでな
んとかなります。語学力というよりかは、自分の意思を伝えようとしたり
相手の意図を汲み取ろうとしたりする力の方が大事だと思います。
　留学中は、自分とは異なる文化や地域で育ってきた人 と々の交流
を通じて視野が広がりました。また、国内にいるだけでは絶対に分から
ない、海外から見た日本の印象を知ることができました。何より、世界
中に新しい友達がたくさんできました！

ダブル
ディグリー
プログラム

留学関係
情報

事前予約はこちら▶

留学先：クイーンズランド大学

工学部　航空宇宙工学科

真下　友寿

活発な英語学校の授業やトップクラスの大学の講義、大規模な大学の施設や研究
室の見学など毎日が刺激的でした。現地の大学生との交流もあり、他愛もない話
から国のことや将来のことなどいろいろな話をすることができました。今でも連
絡を取り合い、英語学習のモチベーションになっています。5 週間という短い留
学ですが自分の価値観変えるには十分すぎる貴重な経験でした。

（2023年度参加）

2026

海外留学
パンフレット

世界で活躍する
エンジニアを
目指して

九州大学工学部

AustraliaQ²PEC
Qshu-Queensland Program for English Communication


